
倶会一処
私たち

にとって
愛する人
との別離
ほど悲し
いことは
ありませ
ん。だか
らもう一

度会いたいと、再会を期せず
にはいられないのです。この
悲しみのさなかでは「倶会一
処」と言う一語には心魅かれ
るものがあります。引き離さ
れたものが一処であえると言
う『阿弥陀経』にある釈尊の
言葉です。ただ、忘れてはな
らないのは阿弥陀の浄土にお
いて成り立つ出会いの真実を
説かれた言葉です。愛する人
との再会も、仏の世界(お浄土）
でーと言うことです。今ここ
に「私」が死すれば、万人等
しく倶会一処する阿弥陀の浄
土(無量光明土)に生まれるので
す。
浄土とは死後の霊界ではあ

りません。大悲の智慧がフル
回転して止まぬ光明世界なの
です。その光明世界に生まれ
るというのは、我らの人知が
いかに病んでいるかに気付か
される「人生の死』の一点に
あったのです。この一点が、
娑婆の終り、浄土の始まりだ
と言っていいと思います。こ
この動きを「往生の信心」と
申すのでしょう。(中略）
亡き人との再会を求める我

が思いの不真実さを知らされ
るところ、がくっとくるショッ
クが、転換の軸になるのです。
「智慧の念仏」に照らし出さ
れた「信心の智慧」とは、ま
さしくこのことでありました。
（近田昭夫「2012年真宗の生
活』から引用）

第2組聞法会
日時 8月5日(月）14：00
会場 光照寺(天王寺区上汐）
内容 「初めての正信念仏偈」
をたずねます。

講師 宮部 渡先生
(第15組 西稱寺住職）
教材「初めての正信念仏偈」
をご持参ください。 お持ち
でない方は、当日、お渡しし
ます
参加費 500円
ご案内

門徒会と合同研修会
2013年から門徒会員研修
大会とあゆみの会例会を初め
て合同で開催することに、門
徒会と話し合い、以来継続さ
れて定着しています。
今回は、本願寺「相伝」に
焦点をあてて、下記の通り開
催させていただきます。体調
の許されます皆さんのご参加
をお待ちしています。(別途、
ご案内します）
日時 9月17日(火）13：30
会場 宗恩寺(天王寺区四天王寺）
講題 本願寺「相伝」に学ぶ
講師 池田英二郎先生
（第2組副組長、宗恩寺住職）
参加費 無料

朋友会と
合同研修会を開催

2024年6月25日(火）午後
1時30分から、天王寺区の
佛足寺(清水拓住職）で、
次世代を担う青年僧の朋
友会と合同の研修会を開
催、併せて14名が参加し
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あゆみの会(真宗大谷
派大阪教区第2組同朋
の会推進員連絡協議会）
会 長 細川 克彦
広 報 本持 喜康

宗祖親鸞聖人ご誕生850年・立教開宗800年慶讃法要テーマ「南無阿弥陀仏ー人として生まれた意味をたずねていこうー」

親鸞のことば
海に入れば、
すべてひとしくなる

凡聖、逆謗ひとしく回入
ぼんしょうぎゃくほう えにゅう

すれば、衆水、海に入りて
一味なるがごとし 正信偈

「凡聖」とは、凡夫と聖者のこ

と。「逆謗」とはひどい罪を犯
した者や仏法をそしる者のこと

です。親鸞は、阿弥陀さまの本

願の分け隔ての救いを、海にた

とえて讃えています。

海には汚れた水も澄んだ水も

流れ込み、それらは必ず一つの

塩味ととなります。本願もこの

ような海の性質と同様に、どん

な人間も平等に受け入れ、さと

りを得させるのです。このはた

らきを「必然(人を必ず仏にさ
せる）」と言います。また、ど

んな人も救うと言う本願のはた

らきが変わったり、衰えたりし

ないことを「不改(はたらきが
ふ か い

改まらない）」と言います。こ
あらた

のような本願の海があなたには

用意されているのです。

。(名古屋別院監修「人生を照らす親鸞
の言葉」より）

自ら己が能を思量せよ

法話でお聞きした言葉です。
善導大師が『往生礼賛』の文に「仰
ぎ願わくは、一切往生人等、善く自ら
己が能を想量せよ」とあります。これ
は道綽禅師の「己が能を思量せよ」を
受け継がれてのお言葉だと。親鸞聖人
も『教行信証』化身土巻にこの言葉を
引かれています。
どう理解するのでしょう。人間関係
の中で、俺の能力はこれぐらいだ、自
分の力にあった道を選べと言うことな
のでしょうか。
宮城顗先生はそうではないと。親鸞
聖人は、「絶対的な法に照らして、わ
が身の事実を知れ。教法によって照ら
し出された己が身の事実を知れ」と言
うことだと。
そこには私どもにあるがままの教え
があり、そういう私に応えてくださる
教えだと。聞法第一。痛感します。
(本）



ました。
真宗宗歌で開会、藤井

真隆住職の挨拶をいただ
き、早速、本日の講師清
水拓佛足寺住職からお話
をいただきました。
冒頭、ご住職から、住

職を前住職から継いで、
今まで間接的であった仏
事が、我が身に関わって、
寺院の経営やご門徒との
関りに痛感したと。あわ
せて、特に今日、寺院の
置かれている状況につい
て話されました。
休憩後は、問題提起と

してお話いただいた寺院
の興隆に関して、経営と
仏事や相続。そして、ご
門徒の高齢化等による減
少、第2組の共同教化事業
や推進員養成講座の開催
をどうするか等を、多岐
にわたって真剣に話し合
いました。結論は出ませ
んでしたが、今後も継続
して寺院や第2組の仏事交
流について、共に追求し
ていくことを参加者全員
が確かめ合い、最後にあ
ゆみの会細川克彦会長か
ら閉会の挨拶をいただき
恩徳讃を斉唱して終了し
ました。
如是我聞

清水先生の法話聞書
佛足寺 細川克彦
先生は、

まだまだ勉
強中で、長
い法話は出
来ないがと
断られなが
ら今考えて
いることを
お話させて
いただくと、始められま
した。
今、自分にとって一番

気にかかっていることは、
寺院の運営経営のことで
あると。20年余りお寺の
お参りとかに携わって来
たが、5年前に住職を譲ら
れて、初めてお寺の運営

と言うことに真剣に向き
合うようになったが、か
なり厳しいと考えるよう
になったと。費用の問題
も、昨今、お葬式の簡略
化が社会では広がってい
る。葬儀の形も時代とと
もに変化していくのは、
止むを得ないことであり
それには人口の高齢化も
影響しているようだ。高
齢になって亡くなられた
人のお葬式では、、お付
き合いされていた方も亡
くなっておられたりで参
列される方が減少される
のも止むを得ない。ある
調査では、50年後には人
口が今の75％の9000万人
ぐらいになると言う。お
寺は門徒の人々によって
支えられて来たので、お
寺の数が減ったり、お葬
式や法要も今と同じ形で
続けられるかは分からな
い。
そんな傾向の中で、お寺
に何ができるのか、何を
していかなければならな
いのかが問われていると。
門徒さんの信頼を得つ

つ、粛々と仏事、法要を
行い聞法の場として、お
寺を維持していかねばな
らない。
地域とのつながり、地

元に根付いたお寺の構築
を考え、社会と接するこ
とを意識して、社会から、
お寺に何が求められてい
るのか、何故お寺がこの
世にあると言うことに気
付いていかなければなら
ない。 次世代の人々に、
お寺でこんなことが行わ
れていると伝えて、足を
運んでいただけるように、
門徒さんも伝えて欲しい

し、また、若い人の声、
お寺に何を期待している
のかを住職に伝えて欲し
いと話されました。

第2組聞法会7月開催
2024年7月16日(火）午後2

時から、浪速区の唯専寺(木津
御坊）で、第2組聞法会が、組
内の住職や坊守、門徒や推進
員等26名が参加して開催され
ました。

墨林浩組長(光照寺）により
開会、同住職の調声で、同朋
奉讃式でお勤めをしました。
今回も『初めての正信念仏

偈』をテキストに、今月から
宮部渡先生(第15組西稱寺住職）
を講師に、「本願名号正定業
∼如衆水入海一味」までをお
話いただきました。

冒頭、先生は、親鸞聖人
が、何故『正信偈』をあらわ
せられたのかについて、「南
無阿弥陀仏」と言うお名号が
〝みんな、本当のいのちに目
覚めましょう″と言うことで
すと。そして、私と言ういの
ちは、ありとあらゆるいのち
と共にあるいのちだと、おさ
えられました。
また、お釈迦さまが伝えた

二つについて、一つは体力の
あるものが、修行に苦行を重
ね、0点から50点、そして徐々
に100点を目指すと言うことと、
今から1400年前の末法に時代
に入った11年後に、道綽禅師
が出られて、「それでは絶対
悟られんぞ」と、「道綽決聖
道難証 唯明浄土可通入」と。
その後、今回担当された

「本願名号正定業∼雲霧之下
明無闇」を3分割にして、「如
衆水入海一味」までを、ユー
モアを交えながらお話いただ
きました。最後に、恩徳讃を
斉唱して閉会しました。
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